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１．はじめに 

 真空砲（または大気圧砲）は，ニュートンの

運動法則や大気圧の基本的な物理現象で説明

でき，高校物理でも理解しやすい上，物理教材

としてのインパクトが大きい 1,2)。これまでに

迫力ある実験映像のみが注目され詳細な実験

検討はあまりなされていなかった。そこで，高

速度カメラや PD（フォトダイオード）の光学

センサを用いて加速された球の飛行時間を測

定し発射速度を見積もった 3)。今回は，さらに

真空砲の加速長を伸ばし，加速長と速度の関係

についての実験を行った。 

２．実験装置および実験結果 

真空砲は簡単な構造をしており原理的には，

加速長を伸ばせば到達最高速度も増加すると

考えられる。しかし，球と管壁内の摩擦や加速

管内の残留ガスにより加速管内の出口付近で

圧力が高くなり加速管を伸ばすと球を減速さ

せる要因となる。そこで我々は，テニス球を加

速するために加速管（塩ビ管の定尺４ｍ）毎に

真空ポンプを取り付け，残留ガスをできるだけ

減らすような構成にした。加速管は，4～24ｍ

と延長し，真空砲の出口近傍にスケールを設置

し，その真横に高速度カメラを設置し撮影した

映像から速度を見積もった。また，ピンポン球

を加速するために，4m の透明な加速管を用い，

光センサで加速管内の速度を測定した。図１に

その結果を示す。この結果では，加速長が約

3.5ｍで音速程度までピンポン球が加速されて

いることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、E.Ayars らが予測した理論曲線 4)と同

様な傾向があることが確かめられた。この他に，

テニス球による実験結果についての詳細を報

告する。 
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図１ Relationship between acceleration length  

and velocity. 
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